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第1章 研究の要約

1.1 研究の目的

波浪や流れによる構造物周辺の海底地盤の変状及び構造物被災の問題は、海

岸工学分野において従来からとりあげられてきた基本問題の一つで、ある。それ

にもかかわらず、本問題には現在でも未解明な点が多い。その理由として、(1)波

と地盤と構造物が互いに影響しあう高度に非線形な問題であること、 (2)特に、

地盤は液状化や流動化にともなって両日性が劣化し、極めて流体的な挙動を示す

一方、海底面近傍や前浜では、粒子系としての挙動が卓越する等の多様性をも

っていることが挙げられる。近年、このような認識に基づいて、海岸構造物の

設計において、波と構造物と地盤の挙動を総合的に検討する必要性が強調され

るようになってきた。すなわち、波浪による構造物周辺地盤の液状化、洗掘、

内部侵食過程の把握と、それをふまえた外部流体/構造物/地盤系の一体解析

手法の開発が強く望まれている。

本研究では、波や流れ等の動的環境外力による海岸構造物周辺地盤の液状化

や流動化と、洗掘・内部侵食等の粒子系挙動との関わりを整合的に把えること

を目的としている O 具体的には、波/構造物/粒状土地盤系の一体解析手法の

開発に焦点を当てている。これにより、波浪による構造物周辺地盤の不安定化、

流動変形及び土粒子輸送過程を統一的に把握することが可能となる。さらに、

地盤の液状化あるいは流動化にともなう土砂動態予測、及び地形変化予測の道

筋が明らかになる。

1.2 研究組織

研究代表者関口 秀雄京都大学防災研究所教授

研究分担者 山下隆男京都大学防災研究所助教授

問 間瀬肇 京都大学防災研究所助教授

同 熊谷隆宏五洋建設株式会社技術研究所

同 小林俊一京都大学大学院工学研究科助手

1.3 研究経費

平成 13年度 9，600千円

平成 14年度 3，700千円

平成 15年度 3，400千円
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